
 

青少年赤十字の活動 

 

 

 

 

【実践目標】 

「健康・安全」 

いのちと健康を大切にする 

人間の生命はもっとも大事なものです。その生命を守るために、自

分の命と健康を大切にするとともに、みんなの健康を守り、人間尊

重の精神を養うことを目指します。 

 

＝たとえばこんなメッセージ＝ 

朝ごはんをしっかり食べよう。すいみん時間はたいせつ。好ききらいはだめ。ちゃんと歯をみ

がこう。交通安全に気をつけて。ポイ捨てやめよう。町をきれいに。地域の海岸をきれいに。

いのちを大切に。災害に備えよう。平和のためにできること。わたしたちにできるＳＤＧｓ。

などなど 

 

「奉仕」 

人間として社会のため、人のためにつくす責任を自覚し、実行する 

私たちはたった一人で生きているのではなく、社会の一員として生

きています。自分が今、他者のために何が出来るかを考え、できる

ことから実行していきます。 

＝たとえばこんなメッセージ＝ 

おもいやりの心を大切に。礼儀ただしくしよう。「気づき・考え・実行しよう」。こまっている人

のためにできることを考えよう。みんなで協力しよう。お互いに助け合おう。などなど 

 

「国際理解・親善」 

広く世界の青少年を知り、なかよくたすけあう精神を養う 

私たちは、いつも世界の国々とのつながりの中で生活しています。

外国の人々やその国のことについて正しく理解し、交流を深めるこ

とは大変重要なことであり、自分自身を知ることになります。 

このような積み重ねが、世界の平和の実現につながります。 

＝たとえばこんなメッセージ＝ 

世界の友と手をつなごう。1円玉でたすかるいのち。ちがいをたいせつに。みんななかま。 

などなど 

３つの実践目標「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親善」 

３つの態度目標「気づき」「考え」「実行する」 

 

「ポスター募集」資料 



加盟校の取り組み報告から 

「健康・安全」 

・Ｗａｓｈ！Ｗａｓｈ！Ｐｒｏｊｅｃｔ！（四日市市立小山田小） 

コロナ感染症対策として手洗い推進運動を実施 

・性別って２つだけ？～ＬＧＢＴってなんだろう～（津市立芸濃小） 

人権啓発団体「ＥＬＬＹ」の佐野さんとの出会い学習。多様性を軸に考える 

・防災タウンウォッチング・防災マップ作り（伊勢市立東大淀小） 

  地域のまちづくり協議会の方といっしょに防災教育に取り組む 

・自分のいのち 自分でまもる（鳥羽市立鳥羽小） 

  新型コロナウイルスの感染防止に地域がどのように取り組んでいるかをインタビュー 

・校内いじめ撲滅運動の取り組み（鈴鹿市立鼓ヶ浦中） 

  いじめ撲滅のため、フェルトで作ったハートバッチを身に着け、ピンクシャツ運動を推進 

・給食の残食を減らそう（三重大付属中） 

  ＳＤＧｓ「２ 飢餓をゼロに」の実践として食品ロスに取り組む 

「奉仕」 

・牛乳パック・エコキャップ回収（東員町立笹尾西小） 

資源回収をして、エコワクチン協力会に届け、社会貢献を体験する 

・被災地へ土のうを送るプロジェクト（鈴鹿私立 深伊沢小） 

  土のう袋にイラストや応援メッセージを描き、離れていてもできる奉仕に取り組む 

・レインボープロジェクト（四日市市立羽津中） 

  コロナ感染と戦っている地域の病院へ、メッセージをレインボーに形どって贈呈 

・河川土手へのヒガンバナの定植（玉城町立玉城中） 

地域環境保全として、近くの河川土手にヒガンバナの苗を定植 

・南伊勢町内一斉防災訓練（南伊勢町立南島中） 

  地域一斉防災訓練として、高齢者の多い中で中学生の役割は大きいことを知る 

「国際理解・親善」 

・「届けよう、服の力」プロジェクト（津市立明合小） 

難民キャンプの子どもたちへ服を届ける活動など、身近なところから行動する 

・ラオスのパラ五輪選手との交流（伊勢市立有緝小） 

  パラ五輪ラオス選手団受け入れタウンとして交流。障害に負けない生き方を学ぶ 

・言葉のかべを乗りこえよう（伊賀市立三訪小） 

ＮＰＯ「伊賀の伝丸」さんと交流し、自分たちでできることを考えた 

・ハンティングデール小（オーストラリア）との交流（名張市立蔵持小） 

姉妹提携をむすんでいるオーストラリアの小学校とＺＯＯＭで交流 


